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1. はじめに 

2019年12月に新型コロナウイルス感染症の感染者が発生して以来感染者の移動による影響から瞬く

間に全世界への感染者拡大と発展し、その結果、世界保健機関（WHO）のテドロス事務局長は

2020年3月11日、世界で感染が広がる新型コロナウイルスについて「パンデミック（世界的な大流

行）とみなせる」と表明しました。また、日本でも新型コロナウイルス感染症の感染拡大は広がり4

月7日、政府により７都府県に緊急事態宣言の発出がされ、続いて4月16日には政府より緊急事態宣

言が全国47都道府県に拡大する決定がされ緊急事態宣言の期間を５月31日までと決められました。

その後、全国的な感染拡大防止対策（休業要請、不要不急の外出自粛、国民一人一人の手洗い・う

がい・アルコール消毒・咳エチケット等）の徹底により感染者数の減少傾向がみられた中、5月25

日にすべての都道府県に対する緊急事態宣言が解除されました。ただし、政府および専門家による

新型コロナウイルスの威力について、今後も予断を許さず第2波、第3波が予測されているため気を

緩めず感染予防に努め、感染しない、させないための「新しい生活様式」が発出されました。 

そして、5月4日開催の政府による専門家会議により今後の持続的な対策を見据え、業種や施設の

種別ごとにガイドラインを作成するなど、自主的な感染防止のための取組を進めることが求められ

ました。 

公益財団法人日本ソフトボール協会（以下、JSA）では、各地域での今後のソフトボールの公式

試合（予選会含む）、各種事業の再開を念頭に本ガイドラインを作成しました。このガイドライン

は、日本スポーツ協会による「スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」をも

とにソフトボール競技の特性を踏まえた注意事項等を加味して作成したものです。その後、国内外

の感染状況による政府の方針の見直しをもとに、本ガイドラインは改訂を重ねてきました。 

令和5年1月27日の新型コロナウイルス感染症対策本部が決定した「新型コロナウイルス感染症の

感染法上の位置づけについて」を踏まえ、今後の対策方針が大きく変更する可能性があります。ま

た、地域によって流行状況が異なり各都道府県でも方針が異なるため、各事業の再開については、

引き続き活動を再開される自治体の方針に従うことが大前提であり、地域の最新情報も併せてご確

認頂くとともに、各自で感染症対策を行い、安全なスポーツ活動の実施のためのご協力をお願いい

たします。 

 

2. 本ガイドラインの範囲は、JSAおよびJSAの加盟団体が実施する事業（大会、会議、研修会、合

宿、イベント等を含む）と当該事業の関係者・参加者とする。 

 

3. 各種事業の開催計画、施設の使用制限について 

公式試合（予選会含む）や各種事業などを計画される場合には、都道府県（自治体）の方針に従う

ことが前提であり、開催の判断に迷われた際は、開催地や施設が所在する都道府県のスポーツ主管



課や衛生部局等へ相談すること。 

また、政府の新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（令和5年1月27日改）を踏まえ発

表された「イベント開催制限、施設の使用制限等に係る留意事項等について」を参考にし、開催す

る事業規模、開催場所の感染状況を考慮のうえ適切な対応をすること。 

 

4. 事業開催のための関係者の留意事項 

(1) 事業関係者全員へ本ガイドラインの周知と遵守の徹底を図ること 

(2) 衛生管理に関する責任者を指名し、本ガイドラインが正しく運用されているか確認すると共

に、関係者の改善を要する場合は指示を行うこと 

(3) 事業を開催する自治体の方針に従うことを前提とし、相談窓口への連絡方法を確認すること 

(4) 関係者への連絡は、メール等を利用し接触がおこらない工夫をすること 

(5) 可能な場合は、オンラインでの事業実施も検討すること 

(6) 以下のような事業関係者の感染の疑いについては、事業への参加を見合わせること 

① 検温で37.5度以上の発熱、咳、咽頭痛、倦怠感、味覚嗅覚異常の症状があった場合 

② 陽性判定、陽性の診断により行動制限を受けている場合 

③ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

④ 濃厚接触者に認定され、公的機関より行動制限の要請を受けている場合 

(7) 事業運営に直接携わらない関係者の来場を控えること 

(8) 運営関係者（審判員、記録員含む）の人数についても、必要最低限に止めること 

(9) 三密（密閉、密集、密接）の発生が原則想定されないこと 

(10) 適切なマスク（不織布マスクを推奨）の正しい着用の周知・徹底をすること 

(11) プレー中の選手を除き、歓声や近接した距離での会話を含め発声する場面では、マスクを

着用し、または発声中に2mをめやすに距離をあけること 

(12) 競技参加者は以下の点に留意すること 

① 唾を吐く行為を行わないこと 

② ベンチ内から声援や指示を出すときは、対人距離に注意すること 

③ 試合前の打順表確認の際は可能な限り距離をとり、監督、審判の握手は行わないこと 

④ 監督、コーチが審判に近づいて会話する際は出来るだけ2m（最低1m）の距離を保ち、

マスクを着用すること 

⑤ 試合開始、終了時の整列および礼は、球審の集合準備の合図で両チームがベンチ前に整

列し、その場で礼をして行うこと 

(13) 応援方法については、以下の行為を禁止すること 



① トランペット、ホイッスル等、飛拡散リスクのある鳴り物応援 

② メガホン、スティックバルーンを使用しての応援 

③ マスク無し、密集した場所での大声を出しての応援 

(14) 室内（トイレ・ロッカールームを含む）は、機械換気、窓開け換気を行うこと 

(15) 会場内各所の消毒液の設置と関係者への手指消毒の呼びかけを行うこと 

(16) タオル、飲料ボトル、コップの共用を避けること 

(17) 喫煙所を設置する場合は、三密を避ける措置を施すこと 

(18) 鼻水、唾液が付いたゴミは、ビニール袋に入れて密閉して縛り、ゴミを回収する人はマス

クや手袋をし、マスクや手袋を外した後は必ず手指消毒をすること 

(19) 問題（クラスター発生、基本的対策の不徹底等）が発生した場合は、関係機関に報告する

とともに直ちにホームページ等で情報開示すること 

(20) 陽性者の対応と療養期間については現在の感染症分類上、療養期間中の事業参加はできな

い。療養後の事業参加については、厚生労働省の「陽性だった場合の療養解除について」を

参考のこと 

(21) その他各種大会開催時の対応として、本ガイドラインに加えて「公式試合（予選会含む）

および各種事業の開催期間中における取り決め事項」を遵守すること 

(22) Japan Diamond（JD）リーグ開催時の対応として、本ガイドラインに加えて（一社）日本

女子ソフトボールリーグ機構の「新型コロナウイルス感染症対応ガイドライン（2023年度

版）」を遵守すること 
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